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　――鈴木さんのプロフィールについ
て簡単に教えてください。
　私は20年ほど前に薬学部を卒業し
ました。当時の薬学部は４年制でした
が、大学を卒業してから大学院に進学
し、２年間の修士課程を修了した後、
ファイザーに就職しました。開発部門
の中でさまざまな業務とポジションを
経験して、現在に至っています。仕事
を経験していくうちに、博士号を取得
しようと思い立って大学院にも進みま
した。社会人ドクターコースで薬学博
士号も取得しました。
　当時の４年制薬学部では、目標は“薬
剤師になること”が、結構明確だった
と思います。ですので、薬学の道に進
むことを選択した高校生の段階では、
薬剤師になるつもりでいました。薬剤
師の仕事をよく理解していなかったと
思いますが、「将来は病院で勤務する
薬剤師になるのかなあ」という漠然と

したイメージで薬学部に入学しました
ね。
　大学に入ってからは、授業でいろい
ろなことを学んだり、病院などに実習
に行ったりしているうちに、研究に対
して興味を強く持つようになり、卒業
後は大学院に進学しようと決めまし
た。大学院では多くの方との出会いの
なかで、製薬企業に就職した先輩から
いろいろな話を聞かせていただいたの
ですが、そこで「製薬企業の開発職が
面白そうだな」と感じたのが、現在の
仕事を志すきっかけとなったと思いま
す。
　――学生時代、印象に残ったことに
ついて教えてください。
　大学院に進んで研究室に所属してい
た時のことが印象に残っています。大
学院では研究室にいる時間が学部生に
比べると長かったのですが、その場に
いるだけでも情報が入ってくるような

環境がありました。研究室には、先輩
や業者さん、他大学の方など、いろい
ろな人が出入りしていたので、そこで
ネットワークが広がって、多くの方か
らお話を聞く機会が結構増えました。
　そのようにして得た情報から、開発
職への興味が深まり、自分でも情報収
集をするようになりました。自分が興
味を持った開発職に関する情報を、研
究室の教授や様々な人から教えてもら
える環境を作っていたというのが良か
ったのかなと、今では思います。
　――数ある製薬企業の中で、ファイ
ザーに入社された理由を教えてくださ
い。
　就職活動をする時期になって、大学
の就職委員を務めていた、自分が所属
する研究室の教授にファイザーの人事
担当者が訪ねて来られました。その中
で、ファイザーが開発職を募集してい
るという話があり、教授から「挑戦し
てみては？」という助言をもらいまし
た。それならば、ぜひ受けてみようと
思い就職試験に挑んだという経緯でし

た。ただ、「何が何でもファイザーに
絶対に入りたい！」という感じではな
かったのですが、今思えば縁があって
入社できたのだと思います。
　就職するに当たって選ぶ会社として
は、最初から外資系企業を考えていま
した。今はそうでもないのかもしれま
せんが、当時はなかなか女性が大学院
の修士課程を修了して、国内企業に就
職できるという雰囲気ではなかったよ
うに思います。その点で、国内企業よ
りも外資系企業のほうが、社風が大ら
かだと聞いていたこと、もう一つは将
来性があると考えたことが外資系企業
を選んだ理由です。
　当時、国内ではファイザーより上位
の会社が十数社あるような状況でし
た。しかし海外での規模、パイプライ
ンなどから興味深いいくつかの会社を
見つけ、その中にファイザーがありま
した。ただ、まさか現在のように世界
ナンバーワンの会社になるとは思って
はいませんでした。

　製薬企業での仕事と聞くと、真っ先
に「創薬研究」を連想する人が多いと
思います。しかし、基礎研究の成果が
新薬として患者さんへと還元されるま
でには長い道のりがあります。今回は
開発段階とその先の新薬が発売された
後にも注目し、外資系製薬企業である
ファイザーの市販後調査企画マネジメ
ント部で部長を務めていらっしゃる鈴
木由美子さんにインタビューを行いま
した（日本薬学生連盟2018年度広報
統括理事＝明治薬科大学２年・岩﨑良
太　武蔵野大学４年・安次嶺栄智　明
治薬科大学２年・中尾美波）
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ファイザー市販後調査
企画マネジメント部長

鈴木 由美子さん

患者の声に向き合い薬を開発

医療への貢献を実感
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